（1） 基礎編、応用編の各々の講義の要旨

基礎編：大脳皮質感覚野の構造と機能

　大脳皮質視覚野あるいは聴覚野などの感覚野は、それぞれ異なった様式（Modality）の感覚情報を逐次的に処理しているが、共通した構造と機能を持ち、知覚や認識を支えている。また、感覚野の構造と機能は、遺伝的に決められたものではなく、経験、特に生後初期の経験によって大きく変化する。講義では、感覚野が形成されていく経過と感覚情報が逐次的に処理されていく経過を詳しく説明する。

応用編：大脳皮質の感覚情報処理
　視覚系と聴覚系は、自分から遠く離れた場所にある事物の情報を与えてくれるので、日常生活をする上で極めて重要である。また、遠方の情報を処理するために高次な情報処理機構を必要としている。と言うのも、情報源が離れれば離れるほど不必要な雑音の混入が避けられないからである。このような高次感覚情報処理は、逐次処理が相当に進んだ段階で始めて達成されると考えられてきた。ところが、逐次処理の最初の段階で、既に極めて高次な情報処理が行われていることが明らかになった。
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（３）講義全体にわたってのキーワード
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